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の時定数等価回路 (2 つの容量を含む)によると， 膜の抵抗と容量はすべて周波数変化 (50Hz--
3MHz) に対しても一定にとどまることが判り，従来の測定にみられた周波数依存性はみかけの分散
にすぎず，膜構成分子自身の物性の分散によるものではないことが結論されている。
この実験で示された膜容量成分の一つは 0.4μF. cm-2 ていどであり，人工的に作られた lipid の 2
分子膜のそれと同程度である。従って膜外のイオン条件の変化によっても変化しない。他の一つの成





の低周波でしか検出できない性質のものであるから， 10- 3 秒ていどの活動電位の発生時に起る膜容量
の変化をプリッヂ法で検出できなかった理由が明らかになった。
従来暗々裡に仮定された膜容量不変の立場は再検討されるべきこと，また生体膜の構造と機能を考
えるに当って決して無視できないいくつかの新しい事実を示した点で，理学博土論文として十分に価
値あるものと認定した。
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